
再評価個表 

事 業 名 
道路改築事業 

（社会資本整備総合交付金事業）
事業主体 愛媛県 

施設･工区名等 (一)桜井山路線
さくらいやまじせん

 事業箇所 今治市 上 徳
かみとく

  

事業主旨 

 

上徳踏切の立体交差を含む道路改良を行うことにより、上徳踏切の除

却と渋滞解消、周辺道路・地域等との連携強化やアクセス向上を図ると

ともに、併せて、歩道整備による歩行者と自動車の分離を行い、交通弱

者の通行の安全を図る。 

 

再評価の 

実施理由 
「事業採択後１０年が経過して継続中」の交付金事業 

１．地域の概要 

 

一般県道桜井山路線は、今治市南部の桜井町と同市北部の山路町をほぼ直線で結び、今

治市の郊外住宅地と市街地を連結する延長８．５ｋｍの幹線道路である。沿線には住宅が

連坦し、今治市街地と住宅地を結ぶ生活道路として通勤通学等に利用されている。また、

平行する国道１９６号を補完する重要な路線となっている。 

中でも唯一鉄道（ＪＲ）と平面交差する区間となる同市上徳地区は、現況幅員４～５ｍ

の歩道の無い一車線道路となっていることから、混合交通による歩行者等の通行の危険や

大型車が離合困難な状況であり、特に朝夕の通勤・通学時に発生する慢性的な交通渋滞に

より、日常生活や社会・経済活動の大きな支障となっている。 

 

２．事業概要及び事業経緯 

事業採択 平成１７年 完成予定 平成３０年 

用地着手 平成１８年 工事着手 平成２０年 

全体事業費 ２，４２４百万円(うち用地費：１，３６５百万円) 

(1)事業概要 
計画延長７００ｍ、車道幅員６．０ｍ（総幅員１２．０ｍ） 

上徳跨線橋延長１９５ｍ 

(2)事業経緯 

 

平成１７年 事業採択 

平成１８年 用地着手 

平成２０年 工事着手 

平成２２年 埋蔵文化財調査着手 

平成２４年 上徳跨線橋工事着手 

 



 

３．事業の必要性及び整備効果等 

(１)事業の必要性  

 

① ＪＲと平面交差する上徳踏切は、幅員が４～５ｍの歩道の無い一車線道路であること

から、都道府県緊急対策踏切の速効対策（歩道が狭隘な踏切）の対象踏切に指定され

ており、早期に踏切交通の円滑化、安全性の向上を図る対策が必要となっている。 

② 本路線は、今治市の郊外住宅地と市街地を連結する幹線道路であり、周辺にはＪＲ予

讃線伊予富田駅や富田小学校が位置するが、歩道は整備されておらず、踏切平面交差

や現道の幅員狭小など危険な箇所があり、歩行者や自転車、通行車両の安全性の向上

が必要となっている。 

③ 幅員狭小部や線形の改良整備により、当該地域の主要幹線道路である国道１９６号、

国道３１７号、及び今治市中心部等の施設との連携強化、アクセス向上が期待できる。

 

(２)事業の整備効果  

 

①踏切部（上徳踏切）の整備による渋滞解消 

・都道府県緊急対策踏切の速効対策踏切（歩道が狭隘な踏切）に指定されている上徳

踏切の立体交差化による抜本対策を行うことにより、渋滞解消やアクセス性の向上

が図れる。 

 

②災害時の通行確保 

  ・災害時に、主要地方道今治波方港線（一次緊急輸送路）が通行止めになった場合に、

代替路線として避難や救急救命、支援物資搬送及び復旧活動を迅速かつ円滑に進め

ることができる。 

 

 ③歩行者、通行車両の安全確保 

・歩道の設置により車道と分離されることで、歩行者が通行する際の安全性が大幅に

向上するとともに、交通事故の減少が期待できる。 

・富田小学校、南中学校に通学する生徒の安全性が向上する。 

  また、緊急時避難施設に指定されている富田地区住民センター等への安全な避難路

が確保できる。 

 

 

(３)事業を巡る社会経済情勢等の変化  

 

【地域の協力体制】 

 ・用地買収はほぼ完了している。 

 

【地域の事業に対する社会的評価】 

・地元における交通安全面に対する改修の効果は高く評価されており、整備の完了を

強く求められている。 

 



 

４．事業の進捗状況及び進捗の見込み 

(うち用地費) 

Ｈ２５末投資事業費 

(１，３００百万円)

１，７１４百万円 

[進捗率：９５．３％](事業費換算)

[進捗率：７０．７％](事業費換算)

(１)事業の進捗状況  

 

・当該事業は、平成１７年度に事業着手し、用地買収と改良工事を進めてきたが、用地

買収範囲における埋文調査に時間を要していた。なお、埋文調査は平成２４年度、

跨線橋部におけるＪＲとの協議は平成２５年度に完了し、かつ、平成２６年度には用

地買収完了予定となっていることから、今後は順調な事業の進捗が見込まれる。 

  

(２)今後の事業進捗の見込み  

・埋文調査は平成２４年度、跨線橋部におけるＪＲとの協議は平成２５年度に完了し、

かつ、平成２６年度には用地買収完了予定となったことから、今後は順調な事業進捗

が見込まれ、平成３０年度に事業区間の全工区供用の予定である。 

５．事業の投資効果（費用対効果分析） 

 

費用便益比 

【事業全体】 

Ｃ：総費用＝２，５１３百万円 

   ・事業費   ２，５０５百万円     

・維持管理費     ８百万円 

 

Ｂ：総便益＝２，７４７百万円 

    ・走行時間短縮便益  ２，５４２百万円 

・走行経費減少便益      １２９百万円 

・交通事故減少便益       ７６百万円 

 Ｂ／Ｃ＝２，７４７／２，５１３＝１．０９ 

 

【残事業】 

Ｃ：総費用＝３８８百万円 

   ・事業費     ３８０百万円     

・維持管理費     ８百万円 

 

Ｂ：総便益＝２，７４７百万円 

    ・走行時間短縮便益  ２，５４２百万円 

・走行経費減少便益    １２９百万円 

・交通事故減少便益       ７６百万円 

 Ｂ／Ｃ＝２，７４７／３８８＝７．０９ 

 

 



 

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

 

・本箇所の主要構造物となる跨線橋については、各区間毎（跨線部、側径間部）に比較

検討を行い、 も経済的な工法を選定することによりコスト縮減を図った。 

 

７．そ の 他 

 

・愛媛道ビジョンの県都６０・圏域内３０アクセスプラン（全ての生活圏中心都市５と

県都松山市を６０分で、市町村役場と生活圏中心都市および集落中心地と市町村役場

を３０分で結ぶために必要なアクセス道路）に位置付けられている。 

 

８．対応方針（素案） 

本事業を『継続』としたい。 

 

１．  十分な精度で計測が可能かつ金銭的表現が可能とされている３つの便益のみを

用いてＢ／Ｃを算出した結果、事業全体、残事業共にＢ／Ｃは１以上である。 

 

２．  国土交通省の「費用便益分析マニュアル（平成２０年１１月）」における３便益

以外に、以下の整備効果が期待できる事業である。 

・上徳踏切の立体交差化による抜本対策を行うことにより、渋滞解消、アクセ

ス性の向上が図れる。 

・災害時に一次緊急輸送路が通行止めになった場合の代替路線として機能する。

・歩道を設置することにより、生徒等の歩行者の安全が確保され、自動車交通

の利便性及び安全性が向上する。 

 

以上を総合的に判断し、継続としたい。 
 


